
看護・医療人材担当

調査概要

調査目的：県内病院における看護職員の採用状況等について、より実態に即した状況を把握する。
調査内容：令和７年度看護職員の採用状況等に関する調査
調査対象：県内全ての病院（３３９病院）
調査期間：令和８年５月１日～令和８年５月２０日

病床数別内訳

二次医療圏別の回答率

＜参考　調査結果の見方＞

○　回答比率（％）は、少数点以下四捨五入したため、個々の比率の合計は100%にならないことがあります。

〇　設問により、回答数の合計と回答病院数が異なる場合があります。

○　複数回答の質問については回答数の合計が回答病院数を超えることがあります。

南部 川口市・蕨市・戸田市 31 10 32.3%

南西部 朝霞市・志木市・和光市・新座市・富士見市・ふじみ野市・三芳町 30 13 43.3%

東部 春日部市・草加市・越谷市・八潮市・三郷市・吉川市・松伏町 49 18 36.7%

さいたま さいたま市 39 18 46.2%

川越比企

令和８年度　看護職員の採用状況等に関する調査【結果】

調査対象病院数 回答病院数 回答率

339施設 137施設 40.4%

回答数 回答率

60.6% 25.5% 13.9%

医療圏 圏域内市町村 病院数

２００床未満 ２００床以上４００床未満 ４００床以上 合計

83施設 35施設 19施設 137施設

県央 鴻巣市・上尾市・桶川市・北本市・伊奈町 18 8 44.4%

西部 所沢市・飯能市・狭山市・入間市・日高市 52 20 38.5%

川越市・東松山市・坂戸市・鶴ヶ島市・毛呂山町・越生町・滑川町・嵐山町
小川町・川島町・吉見町・鳩山町・ときがわ町・東秩父村 41.7%2048

利根 行田市・加須市・羽生市・久喜市・蓮田市・幸手市・白岡市・宮代町・杉戸町 31 13 41.9%

北部 熊谷市・本庄市・深谷市・美里町・神川町・上里町・寄居町 34 15 44.1%

秩父 秩父市・横瀬町・皆野町・長瀞町・小鹿野町 7 2 28.6%

県全体（合計） 339 137 40.4%

２００床未満

60.6%

２００床以上

４００床未満

25.5%

４００床以上

13.9%

回答病院内訳
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看護・医療人材担当

令和７年度に採用を予定していた募集及び採用状況

１－１　募集数及び採用実績数

【看護職員】

※採用募集数が定まっていない病院の採用実績数を合算すると、採用実績数は3,125人

【看護補助者】

※採用募集数が定まっていない病院の採用実績数を合算すると、採用実績数は724人

1

採用
募集数

採用実績数

県内新卒者 県外新卒者 県内既卒者 県外既卒者 合計

2,580

採用
募集数

採用実績数

県内新卒者 県外新卒者 県内既卒者 県外既卒者 合計

看護職員 2,497 854 460 976 290

665看護補助者 752 78 52 437 98

⚫ 看護職員の採用募集数が定まっている病院において、予定通り採用することが

できたのは、１０１施設／１２３施設であった。

⚫ 病床規模が大きくなるほど、予定通り採用できなかった病院の割合が高くなっ

ている。

11 施設

28 施設

62 施設
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22 施設
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200床以上400床未満

200床未満

全体

看護職員の採用状況

予定通り採用できた 予定通り採用できなかった

※採用募集数が定まっている

病院数：１２３病院

9 施設

19 施設

46 施設

74 施設

5 施設

12 施設

14 施設

31 施設

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

400床以上

200床以上400床未満

200床未満

全体

看護補助者の採用状況

予定通り採用できた 予定通り採用できなかった

※採用募集数が定まっている

病院数：１０５病院
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看護・医療人材担当

１－２　看護職員の採用における募集手段の活用状況について

⚫ 看護職員の採用の際の募集手段としては、「自施設ホームページ」、「ハロー

ワーク」、「看護師求人サイト」が多く活用されていた。
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看護・医療人材担当

令和７年度の退職状況等について

２－１　令和７年度の退職状況とその理由について
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病床規模別の活用状況
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退職状況（病床規模別）

離職者数

（看護職員以外での勤務が決まっている）

離職者数

（次の職場が決まっていない）

転職者数

（県内他施設）

転職者数

（県外他施設）

（人数）

⚫ 離職者（次の職場が決まっていない）について、病床規模別では４００床以上

の病院が最も多く、また、経験年数別では１年目が最も多くなっている。

⚫ 病院全体の退職理由については、「本人の健康問題のため」が最も多く、次い

で、「転居のため」が多くなっている。
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２－２　看護職員の退職防止として取り組んでいる施策とその効果について
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看護職員の退職防止として取り組んだ施策

取り組んだ施策 取り組んで効果的であったもの
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病床規模別の取組状況

メンター制度・プリセプター制度

定期的な面談・フォローアップ

多様な働き方の導入

時間外労働の削減や休暇取得の促進

業務の効率化・タスクシフト

福利厚生の充実

教育体制・キャリア支援
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新人看護職員への研修

メンタルヘルス対策

ICT導入による看護業務の改善

院内保育の実施

その他

⚫ 看護職員の退職防止として取り組んでいる施策は、「定期的な面談・フォ

ローアップ」、「時間外労働の削減や休暇取得の促進」、「多様な働き方の

導入」が多い。

⚫ 取組として、効果的であったという回答が最も多いのは「定期的な面談・

フォローアップ」であった。

6



看護・医療人材担当

今後の配置計画について

（参考）配置増減の理由について

看護職員

・入院患者高齢化により介護度が上がっているため

・施設基準、看護の質の向上のため

・診療科増設、休床病床の再稼働のため

・退職希望者が多いため

・ライフイベントやキャリアアップ、またメンタル

　面の不調等での離職が増えている一方、新採用が

　追い付いていないため

看護補助者

・看護師からのタスクシフトのため

・今年度中に増床計画があるため

・診療報酬加算を取得する予定のため

・定年に至る職員が多いため

・単年契約であり、なかなか定着しないため

・応募がないため

3

増員理由 減員理由

7病院

14病院

34病院

55病院

1病院

8病院

9病院

18病院

11病院

13病院

40病院

64病院

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

400床以上

200床以上400床未満

200床未満

全体

看護職員の配置計画

増加見込み 減少見込み 増減なし

※回答病院数：１３７

9病院

15病院

30病院

54病院

2病院

6病院

9病院

17病院

8病院

14病院

43病院

65病院

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

400床以上

200床以上400床未満

200床未満

全体

看護補助者の配置計画

増加見込み 減少見込み 増減なし

※回答病院数：１３６

⚫ 回答病院全体では、看護職員、看護補助者ともに約４０％が「増加見込み」と

なっている。

⚫ ２００床以上４００床未満の病院では、看護職員、看護補助者ともに「減少見

込み」の割合が高い。
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職員の不足や不足感について

【看護職員】

【看護補助者】

4
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ある どちらかといえばある どちらかといえばない ない

※回答病院数：１３６
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採用状況別

ある どちらかといえばある どちらかといえばない ない

※回答病院数：１３６

64病院
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35病院

22病院
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病床規模別

ある どちらかといえばある どちらかといえばない ない

※回答病院数：１３５

回答病院数：１３５

⚫ 回答施設全体では７８．６％が不足感を感じている。（「ある」、「どちら

かといえばある」と回答）

⚫ 病床規模別にみると、病床規模が大きくなるほど、不足感を感じている。

⚫ 看護職員の採用状況別にみると、予定通り採用できた病院でも７０％以上が

不足感を感じている。

8



看護・医療人材担当

（参考）不足感の理由について

【看護職員】

～予定通り採用できなかった病院～

～予定通り採用できた病院～

【休職・育休対応】 ・産休者が増え、急性期7：1を維持するためには人員が不足しているため

【夜勤要因不足】 ・夜勤をできる職員が減少しているため

【高齢化】 ・定年退職間際の世代も多く存在するため労働力の差が生まれるため

カテゴリー 理由（一部抜粋）

【人員不足・欠員】
・恒常的に欠員が生じているため

・施設基準を満たすために体制を整えるのに必要な職員が不足しているため

【業務負荷増大】
・以前に比べて重症患者様の割合が増加しているため

・時間外勤務発生時に不足感があるため

【夜勤要員不足】 ・時短勤務者や非常勤が多く、夜勤に従事できる人員が不足しているため

【休職・育休対応】 ・産休、育休、病休等により看護師が不足しているため

【シフト調整】 ・固定シフトの職員がいるため、シフトの調整が難しいため

カテゴリー 理由（一部抜粋）

【業務負荷増大】
・入浴介助などのケアに手が回らないため

・重症患者対応、身体拘束最小化活動、入院業務等に関連した業務負担感があるため

【採用難】
・募集しても集まらないため

・看護師を補充しても、数年で別のところへの転職が増えているため

【人員不足・欠員】 ・必要な人員が確保できず、常に不足を感じているため
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32病院

21病院

30病院
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14病院

14病院

7病院 6病院 1病院
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全体 予定通り採用できた病院 予定通り採用できなかった病院

採用状況別

ある どちらかといえばある どちらかといえばない ない

※回答病院数：１３５
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看護・医療人材担当

【看護補助者】

～予定通り採用できなかった病院～

～予定通り採用できた病院～

（参考）不足感への対応として有効だった取り組みについて

【採用難】 ・日本人職員の採用が困難なため

【人員不足・欠員】 ・日中の看護補助者の高齢化もあり、病欠・退職者が出ており人員が不足しているため

【業務負荷増大】 ・高齢患者が増え、介護の需要も増えているため

カテゴリー 理由（一部抜粋）

カテゴリー 理由（一部抜粋）

【採用難】 ・看護補助者を募集しても応募がないため

【人員不足・欠員】
・療養型病院では、日常生活援助を必要とする方がほとんどであり、清潔ケアのニーズ

や離床、レクリエーション等に回せる人手が不足しているため

【業務負荷増大】
・介護に時間を要する高齢患者の増加のため

・患者の高齢化・重症化の影響があり、生活援助や看護補助業務に時間を要するため

【夜勤要員不足】 ・夜勤のできる看護補助者が少ないため（看護補助者の年齢が高くなってきている）

【高齢化】 ・定年間際の方が多いため

【高齢化】 ・高齢化に伴い体力的な問題で慢性期を希望、また退職を希望するものが増えたため

【夜勤要員不足】 ・夜勤従事者が少なくなっていることから、一部の職員に負担感があるため

看護職員 看護補助者

有効だった取組

・採用、募集強化

・応援体制、配置調整

・タスクシフト、業務見直し

・人材紹介会社活用

・処遇改善、定着支援

・採用、募集強化

・応援体制、配置調整

・人材紹介会社活用

・外国人材活用

・処遇改善、定着支援

・タスクシフト、業務見直し
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看護・医療人材担当

外国人職員の雇用について

５－１　外国人看護職員の雇用について

※雇用している職員の国籍及び人数

人数

1

1

1

1

1

3

国籍国籍 人数

5

ミャンマー

フィリピン

韓国

インドネシア

ベトナム

中国

3

4

5

19

21

朝鮮民主主義人民共和国

スリランカ

ウクライナ

イラン

インド

27病院
9病院

12病院 6病院

110病院
74病院

23病院 13病院

0%

20%

40%

60%

80%

100%

全体 200床未満 200床以上400床未満 400床以上

雇用状況

雇用している 雇用していない

※回答病院数：１３７

15

7

5

1

1

5

0 4 8 12 16

人材不足解消のため

法人の意向

多様性に対応していくため

外国籍患者の対応のため

国際的な人材を採用したかったため

その他

雇用している理由

30病院
13病院

11病院 6病院

104病院
68病院

23病院 13病院

0%

20%

40%

60%

80%

100%

全体 200床未満 200床以上400床未満 400床以上

今後の雇用予定

予定している 予定していない

※回答病院数：１３４

⚫ 外国人看護職員を雇用している割合は、２００床以上４００床未満の病院が

最も高い。

⚫ 今後雇用を予定している割合についても、２００床以上４００床未満の病院

が最も高い。

⚫ 雇用している理由、今後雇用を予定している理由ともに、「人材不足解消の

ため」が最も多い。
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看護・医療人材担当

５－２　外国人看護補助者の雇用について

※雇用している職員の国籍及び人数

40 イラン 1

ネパール 18 台湾

国籍 人数 国籍 人数

ミャンマー 92 中国 8

インドネシア 54 韓国

1

タイ 17

3

ベトナム 47 モンゴル 5

フィリピン

予定している 予定していない

19

7

6

1

0

5

0 5 10 15 20

人材不足解消のため

多様性に対応していくため

法人の意向

国際的な人材を採用したいため

外国籍患者の対応のため

その他

雇用を予定している理由

45

35

19

16

14

20

0 20 40 60

コミュニケーションへの不安のため

過去に採用実績がないため

すでに採用募集数を満たしている…

法律上の手続き等に不安があるため

法人の意向

その他

雇用を予定していない理由

（施設数） （施設数）

51病院 27病院

18病院

6病院

85病院 56病院

16病院

13病院

0%

20%

40%

60%

80%

100%

全体 200床未満 200床以上400床未満 400床以上

雇用状況

雇用している 雇用していない

※回答病院数：１３６

45

17

15

2

0

5

0 10 20 30 40 50

人材不足解消のため

法人の意向

多様性に対応していくため

国際的な人材を採用したかった…

外国籍患者の対応のため

その他

雇用している理由

（施設数）

今後の雇用予定

⚫ 外国人看護補助者を雇用している割合は、２００床以上４００床未満の病院

が最も高く、半数以上が雇用している。

⚫ 今後、雇用を予定している割合についても、２００床以上４００床未満の病

院が最も高い。

⚫ 雇用している理由、今後雇用を予定している理由ともに、「人材不足解消の

ため」が最も多い。
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看護・医療人材担当

看護師の特定行為研修修了者の育成について

６－１　特定行為研修の理解度について

6

37病院
18病院

13病院
6病院

96病院
62病院

21病院
13病院

0%

20%

40%

60%

80%

100%

全体 200床未満 200床以上400床未満 400床以上

今後の雇用予定

予定している 予定していない

※回答病院数：１３３

33

11

10

2

0

4

0 10 20 30 40

人材不足解消のため

多様性に対応していくため

法人の意向

国際的な人材を採用したい…

外国籍患者の対応のため

その他

雇用を予定している理由

（施設数）

45

29

18

16

14

15

0 20 40 60

コミュニケーションへの不安のため

過去に採用実績がないため

法律上の手続き等に不安があるため

法人の意向

すでに採用募集数を満たしている…

その他

雇用を予定していない理由

（施設数）

72病院

30病院

27病院 15病院

46病院

35病院

7病院
4病院14病院

14病院

5病院 4病院 1病院

0%

20%

40%

60%

80%

100%

全体 200床未満 200床以上400床未満 400床以上

理解度

理解している 知っている 聞いたことがある 知らない

※回答病院数：１３７

⚫ 「理解している」と回答した病院は、全体では、５０％を上回っている。

⚫ 病床別にみると、「理解している」と回答した割合が最も低かったのは、２０

０床未満の病院であった。
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看護・医療人材担当

６－２　特定行為研修修了者の在籍状況と課題について

57病院

17病院

24病院

16病院

79病院

65病院

11病院

3病院

0%

20%

40%

60%

80%

100%

全体 200床未満 200床以上400床未満 400床以上

在籍状況

在籍している 在籍していない

※回答病院数：１３６

33

17

11

10

9

8

6

11

0 5 10 15 20 25 30 35

修了者が少なく、活動が限定的である

修了後活動に対する支援体制の整備

実践症例が確保できない

修了後活動時の安全管理体制の整備

医師の理解が進まない

修了後の相談体制の整備

周囲の理解が進まない

その他

育成や活用に関する課題

69.0%

(40病院)

31.0%

(18病院)

修了者への報酬付与の有無

付与あり

付与なし

※回答病院数：６８

⚫ 特定行為研修修了者は病床規模が大きくなるほど、在籍している病院の割合が

高くなっている。

⚫ 在籍している病院における課題については、「修了者が少なく、活動が限定的

である」が最も多い。

14



看護・医療人材担当

６－３　特定行為研修への職員派遣状況とサポートについて

43病院

7病院

20病院

16病院

89病院

72病院

14病院

3病院

0%

20%

40%

60%

80%

100%

全体 200床未満 200床以上400床未満 400床以上

派遣状況

派遣している 派遣していない

※回答病院数：１３２

31

29

28

28

27

26

26

25

25

7

4

0 5 10 15 20 25 30 35

受講中や研修中の相談体制整備

受講料の負担

資格取得後の活動に対する支援体制整備

医師への周知

手順書作成支援

受講中の人件費負担

周囲のスタッフに向けた説明

資格取得後の活動時の安全管理体制整備

自施設内の理解に向けた説明

受講中の代替職員確保

その他

派遣中のサポート

38

32

22

18

12

8

7

6

2

2

2

2

2

6

0 5 10 15 20 25 30 35 40

必要性がないため

受講中の代替職員確保が困難であるため

受講に適した人材がいない

研修修了後の役割処遇の確保ができないため

研修期間が長いため

研修後の活動ができないため

制度をよく知らないため

受講料が高いため

受講方法が分からないため

研修施設が遠いため

実習施設が遠いため

医師の理解が得られていないため

周囲の理解が得られていないため

その他

派遣できない理由

⚫ 特定行為研修への職員派遣は病床規模が大きくなるほど、派遣している病院

の割合が高くなっている。

⚫ 派遣中のサポートについては、「受講中や研修中の相談体制整備」が最も多

い。

⚫ 派遣できない理由については、「必要性がない」、「受講中の代替職員確保

が困難であるため」が多い。
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看護・医療人材担当

６－４　育成したい区分と指定研修機関への派遣予定について

30病院

4病院

15病院
11病院

102病院

76病院

18病院
8病院

0%

20%

40%

60%

80%

100%

全体 200床未満 200床以上400床未満 400床以上

派遣予定の有無

予定あり 予定なし

※回答病院数：１３２

32

27

26

25

19

17

17

14

12

12

10

9

8

8

8

7

7

7

7

5

4

4

3

2

1

0

0

0 5 10 15 20 25 30 35

創傷管理関連

栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連

血糖コントロールに係る薬剤投与関連

栄養に係るカテーテル管理(末梢型)関連

栄養に係るカテーテル管理(中心静脈)関連

精神及び神経症状に係る薬剤投与関連

在宅・慢性期領域パッケージ

動脈血液ガス分析関連

呼吸器（人工呼吸療法に係るもの）関連

感染に係る薬剤投与関連

呼吸器(気道確保に係るもの)関連

呼吸器(長期呼吸療法に係るもの)関連

皮膚損傷に係る薬剤投与関連

透析管理関連

救急領域パッケージ

循環器関連

外科術後病棟管理領域パッケージ

術中麻酔管理領域パッケージ

集中治療領域パッケージ

術後疼痛管理関連

外科系基本領域パッケージ

ろう孔管理関連

循環動態に係る薬剤投与関連

創部ドレーン管理関連

心嚢ドレーン管理関連

胸腔ドレーン管理関連

腹腔ドレーン管理関連

育成したい区分

⚫ 育成したい特定行為研修区分は「創傷管理関連」が最も多い。

⚫ 指定研修機関への職員派遣予定について、４００床以上の病院では約６０％が

予定しているが、２００床未満の病院では５％となっている。
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